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開
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八
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二

建
築
物
の
屋
根
を
不
燃
材
料
で
造
り
又
は
ふ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
指
定
の
一
部

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
八
三
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正

○
換
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計
画
の
決
定
（
二
件
）
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三
三

公
　
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三
四

○
平
成
十
七
年
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三
五

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三
五

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三
五

そ
　
の
　
他

○
裁
決
手
続
の
開
始
（
五
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
三
六

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四

十
九
号
）
第
三
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事
業
者
を
認
定
し
た
の

で
、
同
法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
　
美
富
士
農
業
協
同
組
合
　
代
表
理

事
組
合
長
　
高
部
利
幸

二
　
住
所
　
都
留
市
田
原
一
丁
目
二
番
三
号

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河
口
字
滝
沢
五
二
九
の
一
、
五
三
〇
、
五
三
一
、
字
子
負
阪
二
六
九
五

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
市
之
蔵
山
梨
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

山
梨
市
大
字
上
神
内
川
字
東
原
五
七
九
番
地
先
か

旧

一
六
・
八
〜

一
四
・
〇

ら

一
七
・
〇

山
梨
市
大
字
上
神
内
川
字
東
原
五
七
九
番
地
先
ま

で

新

一
六
・
八
〜

一
四
・
〇

二
七
・
〇

山
梨
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

八
三
一

山
梨
県
公
報
平
成
十
七
年

十
二
月
八
日

第
千
六
百
二
十
五
号

木　曜　日



路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
石

和
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
白
井
河
原
八
田
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
八
代
郡
中
道
町
大
字
白
井
字
元
河
原
一
九
四
一

旧

一
二
・
〇
〜

一
六
四
九
・
〇

番
の
一
地
先
か
ら

三
三
・
五

笛
吹
市
大
字
石
和
町
小
石
和
字
神
明
二
九
〇
番
の

一
地
先
ま
で

四
・
二
〜

二
四
三
九
・
〇

一
〇
・
〇

新

一
二
・
〇
〜

二
六
一
九
・
〇

三
六
・
〇

四
・
二
〜

二
四
三
九
・
〇

三
六
・
〇

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
三
九
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

大
月
市
七
保
町
大
字
瀬
戸
字
小
金
沢
土
室
三
六
〇

旧

一
〇
・
四
〜

三
二
二
・
四

四
番
の
一
地
先
か
ら

七
五
・
二

大
月
市
七
保
町
大
字
瀬
戸
字
小
金
沢
土
室
三
六
〇

四
番
の
一
地
先
ま
で

新

一
〇
・
四
〜

三
二
二
・
四

七
六
・
六

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
吉
野
上
野
原
停
車
場
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

上
野
原
市
大
字
新
田
字
篠
久
保
五
七
五
番
の
二
地

旧

六
・
三
〜

二
六
七
・
〇

先
か
ら

一
四
・
五

上
野
原
市
大
字
新
田
字
腰
巻
一
〇
四
三
番
の
四
地

先
ま
で

新

一
〇
・
四
〜

二
六
七
・
〇

一
九
・
七

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
二



道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

上
野
原
丹
波

上
野
原
市
大
字
西
原
字
柳
平
六
六
四

八
二
・
〇
平
成
十
七
年

山
線

九
番
の
九
地
先
か
ら

十
二
月
八
日

上
野
原
市
大
字
西
原
字
柳
平
六
六
五

九
番
の
八
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
四
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

棡
原
藤
野
線

上
野
原
市
大
字
棡
原
字
和
田
原
六
五

一
二
一
・
〇
平
成
十
七
年

六
八
番
の
一
地
先
か
ら

十
二
月
八
日

上
野
原
市
大
字
棡
原
字
和
田
原
六
五

一
〇
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号

建
築
物
の
屋
根
を
不
燃
材
料
で
造
り
又
は
ふ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
指
定
（
昭
和
二
十
五
年

山
梨
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

表
以
外
の
部
分
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
建
築
物
の
屋
根
を
不
燃
材

料
で
造
り
又
は
ふ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
左
記
市
町
村
の
一
部
に
」
を
「
次
に
掲
げ
る
市
町
の

区
域
の
各
一
部
を
同
項
の
知
事
が
指
定
す
る
区
域
と
し
て
」
に
、「
市
町
村
役
場
」
を
「
市
役
所
又
は

当
該
町
役
場
」
に
改
め
る
。

「
塩
　
山
　
市

「
都
留
市

都
　
留
　
市

山
梨
市

山
　
梨
　
市

甲
斐
市

西
八
代
郡
三
珠
町

上
野
原
市

表
中
　
同
　
　
郡
市
川
大
門
町
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

甲
州
市

南
巨
摩
郡
増
穂
町

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町

同
　
　
郡
身
延
町

南
巨
摩
郡
増
穂
町

中
巨
摩
郡
竜
王
町

南
巨
摩
郡
身
延
町
　
　
」

北
都
留
郡
上
野
原
町
　
」

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
三
珠
豊
富
地
区
（
熊
野
原
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次

の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
九
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
十
三
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

豊
富
村
役
場

四
　
異
議
申
出
期
間

平
成
十
八
年
一
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
六
百
四
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
三
珠
豊
富
地
区
（
大
鳥
居
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次

の
と
お
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
三



平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
七
年
十
二
月
九
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
十
三
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

豊
富
村
役
場

四
　
異
議
申
出
期
間

平
成
十
八
年
一
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
八
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
ト
ラ
ベ
ッ
ソ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
秋
山
実

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
荊
沢
千
三
百
番
地
二

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
市
民
に
対
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
主
に
ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
関
す
る
普
及
事
業

を
行
い
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
十
八
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
望
月
作
太
郎

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
南
巨
摩
郡
早
川
町
薬
袋
四
百
三
十
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
山
梨
県
早
川
町
を
起
点
に
、
河
川
上
流
域
が
持
つ
様
々
な
資
源
の
再
評
価
、
上

流
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る
調
査
研
究
や
政
策
提
言
、
ま
た
上
流
域
の
活
性
化
を
目
指
す
住
民

活
動
へ
の
支
援
や
そ
の
担
い
手
の
育
成
、
さ
ら
に
は
上
流
域
を
支
え
る
社
会
全
体
の
環
境
づ
く
り

な
ど
の
事
業
を
通
し
て
、
命
の
源
で
あ
る
「
水
」
を
生
み
出
し
続
け
て
き
た
上
流
域
の
存
在
意
義

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
河
川
上
流
域
と
下
流
域
が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
、
ま

ち
づ
く
り
、
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
二
十
一
日
ま
で

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
こ
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
会
　
め
ぃ
び
ぃ

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
坂
本
英
子

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
百
六
十
六
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
し
ょ
う
が
い
児
（
者
）
に
対
し
て
、
明
る
く
楽
し
く
豊
か
な
安
定
し
た
暮
ら
し

が
出
来
る
よ
う
に
支
援
す
る
事
業
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
社
会
及
び
行
政
の
理
解
を
深
め
、
し
ょ

う
が
い
児
（
者
）
と
地
域
住
民
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
と
社
会
全
体
の
利
益
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
四



三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
月
二
十
一
日
ま
で

'

平
成
十
七
年
二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
平
成
十
七
年

二
級
建
築
士
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

受
　
験
　
番
　
号

氏
　
　
　
名

二
Ｈ
│
一
〇
〇
三
九
Ｋ

浅
　
川
　
敏
　
瑞

二
Ｈ
│
一
一
四
七
〇
Ｎ

青
　
柳
　
　
　
学

二
Ｈ
│
一
〇
〇
七
九
Ｒ

山
　
口
　
和
　
也

二
Ｈ
│
一
一
六
二
六
Ｒ

網
　
倉
　
　
　
讓

二
Ｈ
│
一
〇
一
〇
九
Ｋ

浅
　
川
　
栄
　
作

二
Ｈ
│
二
〇
〇
一
九
Ｒ

渡
　
辺
　
久
　
倫

二
Ｈ
│
一
〇
一
六
四
Ｙ

蛭
　
川
　
哲
　
孝

二
Ｈ
│
二
〇
〇
八
五
Ｌ

坂
　
本
　
　
　
雄

二
Ｈ
│
一
〇
三
七
七
Ｍ

西
　
澤
　
健
　
治

二
Ｈ
│
二
〇
〇
九
九
Ｌ

玉
　
置
　
　
　
宏

二
Ｈ
│
一
〇
三
九
一
Ｍ

木
　
下
　
生
　
夫

二
Ｈ
│
二
〇
一
五
七
Ｎ

山
　
本
　
直
　
政

二
Ｈ
│
一
〇
四
七
六
Ｎ

飯
　
島
　
麻
　
里

二
Ｈ
│
二
〇
一
九
八
Ｍ

守
　
家
　
孝
　
成

二
Ｈ
│
一
〇
五
〇
四
Ｎ

宮
　
本
　
　
　
洋

二
Ｈ
│
二
〇
一
九
九
Ｎ

石
　
川
　
喜
　
久

二
Ｈ
│
一
〇
六
七
五
Ｙ

志
　
村
　
　
　
徹

二
Ｈ
│
二
〇
二
二
七
Ｎ

中
　
村
　
　
　
愛

二
Ｈ
│
一
〇
七
一
七
Ｙ

河
　
西
　
達
　
男

二
Ｈ
│
二
〇
二
六
九
Ｎ

渡
　
辺
　
貴
　
至

二
Ｈ
│
一
〇
七
二
四
Ｙ

山
　
本
　
麻
　
子

二
Ｈ
│
二
〇
二
八
三
Ｎ

小
　
林
　
貴
　
之

二
Ｈ
│
一
〇
七
三
一
Ｙ

天
　
川
　
健
　
一

二
Ｈ
│
二
〇
三
〇
五
Ｐ

佐
　
野
　
理
　
絵

二
Ｈ
│
一
〇
七
三
二
Ｋ

西
　
原
　
健
　
司

二
Ｈ
│
二
〇
三
二
五
Ｎ

角
　
野
　
勇
　
人

二
Ｈ
│
一
〇
七
六
〇
Ｋ

在
　
原
　
　
　
隆

二
Ｈ
│
二
〇
三
五
七
Ｋ

渡
　
辺
　
幸
　
夫

二
Ｈ
│
一
〇
八
〇
三
Ｌ

清
　
水
　
美
　
里

二
Ｈ
│
二
〇
四
一
四
Ｌ

河
　
西
　
裕
　
耶

二
Ｈ
│
一
〇
八
六
一
Ｎ

千
　
葉
　
美
　
穂

二
Ｈ
│
二
〇
四
三
九
Ｒ

森
　
田
　
卓
　
也

二
Ｈ
│
一
〇
八
七
四
Ｍ

鶴
　
田
　
充
　
男

二
Ｈ
│
二
〇
四
四
八
Ｋ

入
　
倉
　
　
　
司

二
Ｈ
│
一
一
〇
一
五
Ｎ

仲
　
澤
　
直
　
美

二
Ｈ
│
二
〇
四
五
五
Ｋ

雨
　
宮
　
か
お
り

二
Ｈ
│
一
一
〇
五
八
Ｐ

小
　
俣
　
　
　
晃

二
Ｈ
│
二
〇
四
九
七
Ｋ

原
　
　
　
政
　
利

二
Ｈ
│
一
一
一
八
六
Ｙ

岩
　
下
　
篤
　
由

二
Ｈ
│
二
〇
五
一
三
Ｍ

奥
　
秋
　
　
　
剛

二
Ｈ
│
一
一
二
三
二
Ｎ

望
　
月
　
　
　
希

二
Ｈ
│
二
〇
五
六
九
Ｍ

望
　
月
　
　
　
梢

二
Ｈ
│
一
一
二
七
一
Ｋ

望
　
月
　
研
　
司

二
Ｈ
│
二
〇
五
九
一
Ｎ

古
　
屋
　
加
奈
子

二
Ｈ
│
一
一
三
一
四
Ｌ

天
　
川
　
な
お
み

二
Ｈ
│
二
〇
六
六
六
Ｌ

渡
　
辺
　
　
　
敦

二
Ｈ
│
一
一
三
五
六
Ｌ

柳
　
田
　
　
　
聡

二
Ｈ
│
二
〇
六
八
一
Ｍ

瀧
　
澤
　
松
　
彦

二
Ｈ
│
一
一
三
五
八
Ｎ

久
保
田
　
康
　
一

二
Ｈ
│
二
〇
七
二
三
Ｍ

秋
　
山
　
　
　
仁

二
Ｈ
│
一
一
三
七
一
Ｍ

佐
々
木
　
真
　
人

二
Ｈ
│
二
〇
七
三
四
Ｙ

笹
之
池
　
光
　
枝

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
田
富
町
今
福
新
田
字
川
東
五
七
六
の
四
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
四
番
地
七
　
グ
ラ
ン
シ
ー
ド
若
宮
Ｂ
二
〇
二
　
杉
本
敏
宏
・
杉
本
美
貴

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

富
士
吉
田
市
下
吉
田
字
新
堰
四
四
六
三
の
二
、
四
四
六
三
の
四
、
四
四
六
三
の
一
〇
、
四
四
六
三

の
一
一
、
四
四
六
四
の
一
、
四
四
六
四
の
四
、
四
四
六
五
の
一
、
四
四
六
五
の
三
、
四
四
六
五
の
六
、

四
四
六
六
の
一
、
四
四
六
六
の
二
、
四
四
六
六
の
四
、
四
四
六
六
の
一
二
の
一
部
、
四
四
六
七
の
一
、

四
四
六
九
の
一
、
四
四
七
〇
、
四
四
七
一
の
一
、
四
四
七
二
、
四
四
七
二
地
先
水
路
、
四
四
七
五
の

二
、
四
四
七
八
の
一
、
四
四
七
八
の
一
地
先
水
路
、
四
四
七
八
の
二
、
四
四
七
九
の
一
、
四
四
七
九

の
二
、
四
四
七
九
の
四
地
先
水
路
、
四
四
八
〇
の
一
、
四
四
八
〇
の
五
の
一
部
、
四
四
八
〇
の
七
、

四
四
八
三
の
一
及
び
四
四
八
三
の
三
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
千
五
百
八
十
番
地
一
　
共
栄
商
事
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
大
森
孝
康

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
清
水
新
居
字
宮
ノ
上
六
六
の
一
、
六
六
の
二
、
六
六
の
五
、
六
六
の
八
、
六
六

の
九
、
六
六
の
一
〇
、
六
六
の
一
二
、
六
六
の
二
二
、
六
八
の
一
、
六
八
の
三
、
六
八
の
四
、
六
九

の
一
、
六
九
の
二
、
六
九
の
四
、
六
九
の
五
、
六
九
の
六
、
六
九
の
七
、
七
二
の
一
、
七
二
の
二
、

七
二
の
三
、
七
四
の
一
、
七
五
の
一
、
七
六
の
一
、
七
六
の
二
、
七
八
、
七
八
の
二
、
七
九
の
一
、

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
五



七
九
の
二
、
八
二
の
一
、
八
二
の
二
、
八
二
の
三
、
八
三
の
一
、
八
三
の
二
、
八
七
、
八
七
の
二
、

八
九
の
一
、
八
九
の
二
、
九
〇
の
一
、
九
〇
の
二
並
び
に
字
沖
田
八
四
一
の
一
、
八
四
一
の
二
、
八

四
四
の
一
、
八
四
四
の
七
、
八
四
四
の
八
、
八
四
四
の
九
、
八
四
七
の
一
、
八
四
七
の
三
及
び
八
五

五
の
一
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
路

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
八
幡
五
丁
目
二
十
六
番
二
十
一
号
　
株
式
会
社
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
代
表
取
締
役

冨
田
直
樹

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
字
向
切
詰
五
〇
六
の
六
二
一
、
五
〇
六
の
七
七
〇
、
五
〇
六
の
七
七
五
、

五
〇
六
の
七
七
六
、
五
〇
六
の
七
七
七
、
五
〇
六
の
七
七
八
、
五
〇
六
の
七
七
九
、
五
〇
六
の
七
八

〇
、
五
〇
六
の
七
八
一
、
五
〇
六
の
七
八
二
、
五
〇
六
の
七
八
三
及
び
五
〇
六
の
七
八
四
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
都
留

建
設
部
及
び
山
中
湖
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
二
百
二
十
五
番
地
一
号
　
山
中
湖
不
動
産
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

槌
屋
絹
美
男そ

　
の
　
他

'

裁
決
手
続
の
開
始

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
　
梨
　
県
　
収
　
用
　
委
　
員
　
会

一
　
起
業
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二
　
事
業
の
種
類

一
般
国
道
二
〇
号
改
築
工
事
（
大
月
バ
イ
パ
ス
・
山
梨
県
大
月
市
駒
橋
三
丁
目
字
仲
下
地
内
か
ら

同
県
同
市
大
月
一
丁
目
字
宮
原
地
内
ま
で
）

三
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

所
　
　
　
　
　
　
在

地
　
　
番

地
　
　
　
目

地
　
　
　
　
　
　
積

公
　
簿

現
　
況

山
梨
県
大
月
市
御
太
刀
一

一
〇
八
五
番
一

山
　
林

山
　
林

二
〇
三
・
九
九
平
方
メ
ー

丁
目
字
宮
原

ト
ル
（
そ
の
区
域
は
別
図

の
と
お
り
。）
別
図
略

四
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

（
被
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
繁
右
ヱ
門

（
相
続
人
）

氏
名
　
山
田
京
子

住
所
　
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
五
丁
目
二
八
番
一
五
―
二
〇
八
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
木
口
直
子

住
所
　
山
梨
県
上
野
原
市
四
方
津
七
七
七
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
明
彦

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
六



住
所
　
山
梨
県
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
九
番
三
三
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
修

住
所
　
東
京
都
国
立
市
北
二
丁
目
二
番
の
一
エ
ク
セ
ル
国
立
グ
レ
イ
ス
コ
ー
ト
四
〇
二

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
雅
治

住
所
　
東
京
都
八
王
子
市
新
町
七
番
二
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
博
文

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
御
太
刀
二
丁
目
一
番
一
二
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
一
郎

住
所
　
東
京
都
品
川
区
豊
町
六
丁
目
二
九
番
一
〇
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
と
き
江

住
所
　
東
京
都
八
王
子
市
館
町
一
〇
九
七
番
地
館
ケ
丘
団
地
一
―
一
四
―
一
一
五

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
勝
利

住
所
　
埼
玉
県
朝
霞
市
本
町
一
丁
目
三
七
番
四
八
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
市
川
榮
子

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
九
番
三
三
号

五
　
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

な
し

六
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

'

裁
決
手
続
の
開
始

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
使
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
　
梨
　
県
　
収
　
用
　
委
　
員
　
会

一
　
起
業
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二
　
事
業
の
種
類

一
般
国
道
二
〇
号
改
築
工
事
（
大
月
バ
イ
パ
ス
・
山
梨
県
大
月
市
駒
橋
三
丁
目
字
仲
下
地
内
か
ら

同
県
同
市
大
月
一
丁
目
字
宮
原
地
内
ま
で
）

三
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

所
　
　
　
　
　
　
在

地
　
　
番

地
　
　
　
目

地
　
　
　
　
　
　
積

公
　
簿

現
　
況

山
梨
県
大
月
市
駒
橋
一
丁

一
五
六
九
番

畑

雑
種
地

三
二
・
一
五
平
方
メ
ー
ト

目
字
仲
山

ル
（
そ
の
区
域
は
別
図
の

と
お
り
。）
別
図
略

四
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

（
被
相
続
人
）

氏
名
　
小
宮
豊
雄

（
相
続
人
）

氏
名
　
小
宮
恵

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
駒
橋
一
丁
目
九
番
三
六
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
小
宮
健
一

住
所
　
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
平
安
町
二
丁
目
八
番
地
の
五

五
　
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

（
被
相
続
人
）

氏
名
　
鈴
木
經
義

（
相
続
人
）

氏
名
　
鈴
木
純
子

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
七
保
町
下
和
田
六
〇
五
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
鈴
木
伸
治

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
七
保
町
下
和
田
六
〇
五
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
鈴
木
久
雄

住
所
　
神
奈
川
県
津
久
井
郡
藤
野
町
小
渕
一
〇
九
〇
番
地
六

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
七



権
　
利
　
の
　
種
　
類

受
　
付
　
年
　
月
　
日

受
付
番
号

所
有
権
移
転
請
求
権
仮
登
記

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
五
日

第
四
六
七
六
号

六
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

'

裁
決
手
続
の
開
始

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
　
梨
　
県
　
収
　
用
　
委
　
員
　
会

一
　
起
業
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二
　
事
業
の
種
類

一
般
国
道
二
〇
号
改
築
工
事
（
大
月
バ
イ
パ
ス
・
山
梨
県
大
月
市
駒
橋
三
丁
目
字
仲
下
地
内
か
ら

同
県
同
市
大
月
一
丁
目
字
宮
原
地
内
ま
で
）

三
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

所
　
　
　
　
　
　
在

地
　
　
番

地
　
　
　
目

地
　
　
　
　
　
　
積

公
　
簿

現
　
況

山
梨
県
大
月
市
御
太
刀
一

一
〇
九
五
番
一

宅
　
地

宅
　
地

一
一
五
・
七
四
平
方
メ
ー

丁
目
字
宮
原

ト
ル
（
そ
の
区
域
は
別
図

の
と
お
り
。）
別
図
略

四
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名
　
山
口
功
男

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
賑
岡
町
奥
山
二
五
一
八
番
地

氏
名
　
山
口
彌
男

住
所
　
山
梨
県
大
月
市
賑
岡
町
畑
倉
一
番
地

氏
名
　
小
川
夏
子

住
所
　
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
七
三
〇
五
番
地

五
　
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

な
し

六
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

'

裁
決
手
続
の
開
始

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
　
梨
　
県
　
収
　
用
　
委
　
員
　
会

一
　
起
業
者
の
名
称

山
梨
県

二
　
事
業
の
種
類

一
般
国
道
一
四
〇
号
改
築
工
事
（
山
梨
県
笛
吹
市
大
字
春
日
居
町
下
岩
下
地
内
か
ら
同
県
山
梨
市

大
字
万
力
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事

三
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

所
　
　
　
　
　
　
在

地
　
　
番

地
　
　
　
目

地
　
　
　
　
　
　
積

公
　
簿

現
　
況

山
梨
県
山
梨
市
大
字
上
岩

三
〇
〇
番

畑

畑

一
、
二
五
二
・
七
〇
平
方

下
字
竹
ノ
花

メ
ー
ト
ル
（
そ
の
区
域
は

別
図
の
と
お
り
。）別
図
略

山
梨
県
山
梨
市
大
字
上
岩

三
〇
二
番

畑

畑

四
三
四
・
〇
四
平
方
メ
ー

下
字
竹
ノ
花

ト
ル
（
そ
の
区
域
は
別
図

の
と
お
り
。）
別
図
略

山
梨
県
山
梨
市
大
字
上
岩

三
〇
一
番
二

雑
種
地

畑

三
八
・
七
四
平
方
メ
ー
ト

下
字
竹
ノ
花

ル
（
そ
の
区
域
は
別
図
の

と
お
り
。）
別
図
略

四
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

（
被
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
房
雄

（
相
続
人
）

氏
名
　
青
柳
久
刄
子

住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
落
合
二
五
九
番
地

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
八



（
相
続
人
）

氏
名
　
茂
手
木
ふ
み
子

住
所
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
三
丁
目
二
二
六
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
●
子

住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
上
岩
下
五
八
七
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
節
子

住
所
　
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
綱
島
西
五
丁
目
一
五
番
一
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
平
野
愛
子

住
所
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
西
遊
馬
一
〇
七
一
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
飯
島
和
彦

住
所
　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
森
崎
四
丁
目
二
六
番
三
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
正
博

住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
上
岩
下
五
八
七
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
博
樹

住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
上
岩
下
五
八
七
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
田
中
淑
恵

住
所
　
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
綱
島
西
六
丁
目
三
番
三
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
博
行

住
所
　
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
綱
島
西
五
丁
目
一
五
番
一
号

五
　
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

な
し

六
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

'

裁
決
手
続
の
開
始

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

山
　
梨
　
県
　
収
　
用
　
委
　
員
　
会

一
　
起
業
者
の
名
称

山
梨
県

二
　
事
業
の
種
類

一
般
国
道
一
四
〇
号
改
築
工
事
（
山
梨
県
笛
吹
市
大
字
春
日
居
町
下
岩
下
地
内
か
ら
同
県
山
梨
市

大
字
万
力
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
農
業
用
用
排
水
路
付
替
工
事

三
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積
等

所
　
　
　
　
　
　
在

地
　
　
番

地
　
　
　
目

地
　
　
　
　
　
　
積

公
　
簿

現
　
況

山
梨
県
山
梨
市
大
字
万
力

九
四
二
番

畑

畑

三
〇
一
・
八
三
平
方
メ
ー

字
足
原
田

ト
ル
（
そ
の
区
域
は
別
図

の
と
お
り
。）
別
図
略

四
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

（
被
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
與
作

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
玉
子

住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
万
力
一
八
〇
五
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
恒
雄

住
所
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
七
丁
目
四
三
番
地
一
二

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
泰
雄

住
所
　
東
京
都
国
分
寺
市
戸
倉
三
丁
目
二
四
番
地
二
〇

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
瑞
彦

住
所
　
千
葉
県
市
川
市
新
田
一
丁
目
二
四
番
二
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
小
野
元
子

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
三
九



住
所
　
山
梨
県
山
梨
市
上
神
内
川
八
四
二
番
地
の
一

（
相
続
人
）

氏
名
　
種
田
瑞
恵

住
所
　
茨
城
県
守
谷
市
み
ず
き
野
七
丁
目
一
〇
番
地
一
〇

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
道
子

住
所
　
東
京
都
杉
並
区
和
田
二
丁
目
二
一
番
三
一
号
サ
ク
セ
ス
コ
ー
ポ
ラ
ス
二
〇
七

（
相
続
人
）

氏
名
　
伊
藤
潤
子

住
所
　
東
京
都
三
鷹
市
新
川
一
丁
目
三
番
九
号
ツ
イ
ン
コ
ー
ポ
Ａ
棟
二
〇
二

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
曽
根
子

住
所
　
山
梨
県
東
八
代
郡
中
道
町
上
曽
根
四
六
六
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
田
中
て
る
江

住
所
　
山
梨
県
笛
吹
市
一
宮
町
末
木
七
七
八
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
●
田
基
女

住
所
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
材
木
座
三
丁
目
一
三
番
三
五
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
五
味
寳

住
所
　
千
葉
県
市
原
市
姉
崎
三
一
九
番
地
一

（
相
続
人
）

氏
名
　
藤
田
雅
子

住
所
　
山
梨
県
甲
府
市
下
鍛
冶
屋
町
九
六
四
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
晃

住
所
　
山
梨
県
東
八
代
郡
中
道
町
上
曽
根
四
六
六
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
田
村
敦
子

住
所
　
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
井
田
中
ノ
町
一
一
番
一
〇
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
善
積
和
子

住
所
　
岩
手
県
盛
岡
市
下
米
内
一
丁
目
九
番
一
五
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
志
村
健

住
所
　
愛
知
県
名
古
屋
市
名
東
区
名
東
本
通
五
丁
目
五
〇
番
地
第
二
東
山
ハ
イ
ツ
六
〇
一
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
田
邉
幸
子

住
所
　
東
京
都
世
田
谷
区
成
城
六
丁
目
三
三
番
一
二
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
●
生
美
智
子

住
所
　
東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
丁
目
三
二
番
六
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
田
中
秀
志

住
所
　
山
梨
県
笛
吹
市
一
宮
町
末
木
七
七
八
番
地

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
英
夫

住
所
　
東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
一
丁
目
二
五
番
一
二
号

（
相
続
人
）

氏
名
　
代
永
志
津
江

住
所
　
東
京
都
文
京
区
小
石
川
五
丁
目
六
番
九
―
七
〇
八
号

五
　
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

な
し

六
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
六
百
二
十
五
号
　
　
平
成
十
七
年
十
二
月
八
日

八
四
〇


